
会員 73 名中 50 名出席 68.49％ 

       修正 55 人     75.34％ 

メイクアップ 5 名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆会長挨拶  松﨑 弘昭 会長                                 

凍雲(とううん)が流れて、突然、皚々(がいがい)とした吾妻山の峰々が陽光に光って見

えると春の予感がしてきます。昨日は 124 年ぶりに 1 日早まった節分、今日、2 月 3 日は

立春です。節分は立春の前に邪気を払って福を呼ぶ神事で、中国から入り、日本流に変化

したものです。 

さて、今月は、平和と紛争予防/紛争解決月間です。 

国と国との紛争と言えば戦争。人と人との紛争と言え

ば、裁判という言葉が思いつくのではないでしょうか。この裁判では、

判決を下すのは人間である裁判官です。裁判官は神様ではないので当然、真実を見抜く力を持っている訳

ではありません。結局は、システム的にいくつかの要件事実が揃えば一定の判断が下されてしまうという

ことになるのです。それだけに、裁判は、融通がきかないものと言われています。 

このようなことは、民主的な社会の中では制度上仕方ない訳ですが、一般社会生活の中でも同じような

判断をしてしまうことが如何に多いことか。そして、その判断基準の多くは、「思い込み」と言う固定観

念にあるようです。ある一面の事実だけを見て、「あいつは、こうゆう奴だ。」と決めつけてしまうのがそ

の典型です。正に、坊主憎けりゃ袈裟まで憎いなのです。 

そんなことを考えてみると、この福島南ロータリークラブのように、寛容さに溢れた清濁併せ呑むロー

タリアンが沢山いるということは、特出すべき一つの財産ではないかと思います。そして、私も早くその

ような器量人たる先輩方に近づけるようにこれからも学びを続けていきたいと思っています。 

話は変わりますが、2 月 2 日(火)には、昨年の 9 月 26 日福島ゴルフ倶楽部民報コースで開催された創

立 50 周年記念チャリティーゴルフコンペの益金を交通遺児寄付金として鈴木恒昭実行委員長、野地利雄

記念事業委員長、国分秀夫ゴルフ部会長とともに福島市長へ届けさせて頂きました。また、2月 3 日(水)

には、杉妻小学校へ図書棚及び図書の贈呈に、同じく鈴木恒昭実行委員長、野地利雄記念事業委員長、小

坂和也社会奉仕委員長とともに行ってまいりました。残念ながら、何れも、新型コロナウィルス感染防止

のため、人員を制限して少人数での贈呈式となってしまいました。 

クラブ例会も、2 月 10 日(水)から、会場とオンラインを併用したハイブリット

形式で開催していきますが、マスク着用、そして、食事の際も楽しい会話が出来な

いなど、いろいろな制約がある中での例会となります。 

一日でも早く、屈託のない笑顔で酒を酌み交わし、大声で語り合える時がくること

を願いたいと思います。 
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■創立 50周年記念チャリティーゴルフコンペの益金を交通遺児寄付金へ     

国分秀夫ゴルフ部会長   鈴木恒昭実行委員長    木幡浩市長 

野地利雄記念事業委員長   松﨑弘昭会長 

■杉妻小学校へ図書棚及び図書の贈呈                    

 

 

 

 

 

 

 

 

野地利雄記念事業委員長  鴫原浩之校長先生 鈴木恒昭実行委員長 

菊地和宏幹事 松﨑弘昭会長 小坂和也社会奉仕委員長 

会員の広場： 松﨑会長の川柳  

・スピーチは やればやるほど うまくなる。   ・良きものも 利用されずば タダのゴミ。  ・ローマ字で さかさまになる 仲間達。 

・二つある 雑誌の友と 真の友。         ・親友も 雑誌の友も 有難い。         ・取り憑かれ 薬飲んでも 治らない。 

・罹っても 自覚症状 まるで無し。        ・転職も 繰り返したら 天職に。        ・コロナ禍で ヨータリアンは 今何処。 


